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地域で共にいきるまちづくり



●福祉委員とは

【役　　割】

１．集落の住民や担当民生委員等と連携し、地域福祉活動に努める。
①実践する
　見守り・声かけ活動、自治会内の実情の把握と福祉問題の発見
　例）ひとり暮らしの高齢者、介護で困っている世帯、子育て中
　　　の世帯　など

②連絡する
　発見した福祉課題の情報を担当機関へ連絡してつなぐ
　例）担当民生委員・児童委員、社会福祉協議会、町役場福祉保
　　　険課、地域包括支援センター　など

③伝える
　役場や社会福祉協議会などからの福祉に関する情報を自治会内
　へ伝え、福祉の啓発・普及をする

２．町社会福祉協議会の会費及び共同募金等への協力や、事業への参加。
①参加・協力する
　例）町社会福祉協議会会費、共同募金活動、
　　　日本赤十字社資募集、
　　　自治会内での福祉活動、
　　　福祉についての座談会、
　　　福祉大会、福祉まつり、
　　　など各種事業

３．各地域の実情を踏まえ、目的達成に必要な活動を行う。
　例）福祉についてのお話の会の開催、小地域ふれあいサロン　など

【設置目的】
　まんのう町社会福祉協議会では、住民の参加により、きめ細かく地域住民の福祉ニーズ・情報
を把握し、地域福祉の推進をはかるため、福祉委員を設置しています。

▲福祉まつり

▼福祉大会

　今回は町内各自治会で地域福祉活動の推
進にご協力いただいている福祉委員さんに
ついてご紹介します。

のふくし なかま
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「ひまわり」登録数　　　　６２組
一時預かり登録者数　　　　０組
利用者数　保護者延べ　６８４人
　　　　　子ども延べ　８３９人
職員・ボランティア等延べ　５９３人

ひまわりデーター

　9 月 6 日に開校した、平成 28 年度子育て支援ボラ
ンティア養成講座。本年度は 12 名が受講し、全員が
4 日間の全課程を終了しました。この養成講座は、地
域での子育て支援を担う人材を育成することを目的に
開催されました。今後は、つどいのひろばひまわりで
の活躍が期待されています。

子育て支援ボランティア！！ ぞくぞく誕生！！

こんなことしたよ！7月6日㈬ 七夕飾り

7月〜8月 水遊び
7月22日㈮ 歯科相談

7月29日㈮ サマースクール

9月5日㈪ 満濃荘交流
8月19日㈮ 手作りおやつ

9月26日㈪ ひまわり運動会!!

ボランティア中学・小学生と
おやつ いただきます。かぼちゃのごまだんご
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介護はおまかせ 救命講習受講
　8 月 28 日（日）仲多度南部消防組合消防本部にて普通救命講習を受講しました。
　この講習会は、介護職員による利用者宅訪問時、また、サロン等行事開催時において利用者
及び参加者の容態が急変した場合、応急手当（救命処置）を迅速かつ適切に行えるように基礎
知識及び技術を身につけることを目的に毎年実施しています。

　社会福祉協議会では福祉教育の資材として「高齢者・障害者疑似体験教材セット」を貸出し
ています。社会福祉法人正友会様より、この疑似体験セットを活用した出前教室の様子をご報
告いただきましたのでご紹介いたします。

　私たち社会福祉法人正友会は、地域の方々に
対して貢献できることはないかと考え、公民館
へ訪問し、お話を伺うことを始めました。今回
の取組みである児童向けの「出前教室」は、吉
野公民館・長田館長との話の中から生まれた企

画でした。
　核家族化が進む中、高齢者と接する機会のな
い児童がいると聞き、まずは高齢者を知ること、
高齢者疑似体験から始めました。鉛の入った
ベストや、関節を固定させるサポーター、見え
にくいメガネを着けた児童たちは最初戸惑いも
ありましたが、友達と助け合いながら用意され
た課題に取り組んでいました。今回の企画は地

域に向けた活動の一つであり、今後も
様々な機会をいただいて福祉や介護の
ことをお伝えできればと考えています。
　地域の児童21名の参加を得て開催
できたことは、長田館長や疑似体験キ
ットを提供して下さったまんのう町社
会福祉協議会、香川県社会福祉協議会の協力、それに参加児童の家族
の理解があってこそです。この場を借りてお礼を申し上げます。

　当日は、介護福祉課・地域福祉課職員 11 名が参加し、仲多度南部消防署職員の方々により、
熱中症の分類と対処方法、救命処置の流れ・手順（心肺蘇生と AED の使用）、気道異物の除去、
止血法等の応急手当について解りやすく丁寧な講義・実技指導を受けました。
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ひ ば り 会サ ロ ン へ よ う こ そ

　ひばり会（代表　山田美津代）は、毎月第 1、第 3 木曜日に
開催しています。参加者が家にある食材を持ちよって、お喋り
を楽しみながら調理をし、楽しく会食しています。
　当日も、参加者が持参した新米を使ってばら寿司と御汁、酢
の物を作りました。
　毎週木曜日は、町内の今川商店が移動販売車で北岡公民館へ
来てくれるので皆喜んでいます。
　当日参加された最高齢者の白川和代様（87 歳）は、「毎回手
押し車で来て皆でお喋り・
会食をするのを楽しみに
している。」と、笑顔で応
えてくれました。

　今回は、平成 21 年 7 月 19 日発足された壇那会のご
紹介をします。
　壇那会は、「お世話になった地元になにか出来る事は
ないか。」「お世話になったやすらぎ荘に何かできる事
はないか。」と発起人西山福義様をはじめ他 2 名が草刈
ボランティアの活動を中心に立ち上げたとの事です。
　現在では、37 名の有志が毎年、年 2 回 7 月と 10 月
にやすらぎ荘及び周辺の草刈、剪定等をボランティア
で行っているとの事です。
　代表の西山様より「今後も
私達で出来る事があれば地
域貢献をしていきたい。」
と熱い思いを語って
下さいました。

壇那会
こんにちは♪

ボランティアさん

デ ー タ

発 足 年　平成28年４月７日

会　　員　11名
会　　場　北岡公民館

開催時間　9：00～11：00

開催回数　12回

6第 41号



パン食い競走

満濃地区いきいきふれあいサロン運動会

健 康 賞 表 彰
運動会に参加された中で最高齢の方の健康をたたえ、表彰いたしました。
おめでとうございます。これからもお元気でサロンに参加してください。

山口　保さん（四條地区） 寶田アサノさん（高篠地区）

閉じこもらずに
出かけることです

温泉に入ること
やなぁ

９月１６日（金
）

まんのういきいき体操

玉 入 れ

優勝は長炭地区！

お二人に質問！

選手宣誓！

　満濃農改センター多目的ホールで、105人が元気に参加しました。交流を楽しみ
ながらも、優勝を目指して競技は白熱。心地よい汗を流しました。

健康の秘訣は
何ですか？
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善意 寄付の

社会福祉法人　まんのう町社会福祉協議会
〒 769−0313　香川県仲多度郡まんのう町生間 415 番地 1［役場仲南支所内］
☎ 0877−77−2991　FAX0877−77−2992　E-mail：manno-syakyo@mg.pikara.ne.jp

http://www.manno-syakyo.jp/

皆様からの善意のご寄附は地域福祉に
有効活用させていただいております。
本誌をもって改めて厚くお礼申し上げます。

平成28年7月1日から平成28年9月30日分

個 人
七　箇 佐々木敏志
川　東 野田　政義

川　東 上田　一子
宮　田 道久　昭美

後　山 西川　敏記
真　野 河田　貞子

炭所西 久保田正章
東高篠 関　美智子

イラスト　山本恭子さん

寄附金の税額控除について
本会への寄附金は所得税及び住民税の控除対象になっています。
寄附金控除の適用を受けるには、寄附の際に交付した領収書を添付して確定申告を行って下さい。

まんのう町見守り・声かけ・ほっと安心事業研修会開催
 日 時　11 月 25 日（金）午前 10：00 ～ 11：30
 場 所　まんのう町役場仲南支所　2階　大会議室
 講 師　住民流福祉総合研究所　所長　木原　孝久氏
今、日本の福祉は行き詰っています。介護保険財政は破綻寸前。
サービスを削るか、負担をさらに増やすかの限られた選択肢しか残されていません。
この現状を打破するには今の福祉のあり方を見直さなければなりません。
ではどうすればいいのか。
カギは、公的サービスのあり方よりも、住民の福祉力にありそうです。
住民の流儀に従って、まずはご近所福祉を考えましょう！
 参加申込締め切り　11月11日（金）
まんのう町社会福祉協議会
ＴＥＬ ０８７７（７７）２９９１
ＦＡＸ ０８７７（７７）２９９２

平成 28 年度


